
 

 

 

 

地域公開参観日 ～生涯学習のつどい～     

 １１月１１日（土）に『木城町生涯学習のつどい大会（１０月２８日

実施）』の一環として、地域公開参観日を開催しました。内容は、通常の

授業を参観する参観授業と授業に参加する参加型授業と地域の方やゲ

ストティーチャーが授業をする参画型授業を行いました。多くの方に来

ていただき、本校の教育目標の一つ「児童生徒を地域と共に育成する」

ことに近づけたのではないかと思います。また、交流ホールでは県の埋

蔵文化センター主催の「ふるさとの遺跡再発見」を開催し、ギャラリー

トークや体験講座も行われ、多くの保護者や地域の方が自ら学ぼうと

参加されていらっしゃいました。放課後には学校保健委員会が開催さ

れ、宮崎県男女共同参画地域推進員の黒木瑞季様より「それでも、生

きぬいた」という演題で多様な性と性同一性障害についてのご講話を

いただきました。子ども達だけでなく、大人の学ぶ姿もたくさん見ら

れた今回の参観日。生涯学び続けることの大切さを改めて感じた１日

でした。たくさんのご参加ありがとうございました。 

 

高鍋町・木城町学校音楽祭 ～福智王と校歌を披露してきました～ 
１１月７日（火）に４年生と９年生が本校の代表として高鍋町・木城町学校音楽祭に参加してきま

した。会場に入ると、参加者や観客の人数に圧倒されて緊張している様子でしたが、本番になると４

年生は元気に福智王を踊り、その勢いのまま４年生と９年生が二部合唱で校歌を歌いました。木城

学園の児童生徒として誇りをもって歌ってくれた姿は、義務教育学校のよさの 1 つを参加者にも伝

えることができたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区秋季体育大会で勝ち上がり、県大会に出場した選手が県大会でも好成績を残しました。 
 

○柔道クラブ 男子 55kg 級 第３位：甲斐光稀さん（８年生） 

木城町立みどりの杜木城学園 

 

 

令和５年１１月１５日（水） 

文責 : 佐藤  健一郎  



耕
心
コ
ー
ナ
ー 

「
う
れ
し
い
情
報
に
感
謝
！
」 

先
日
あ
る
保
護
者
の
方
か
ら
、
本
校
児
童
生
徒
の
行
動
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

     

そ
の
保
護
者
の
方
は
「
人
と
人
と
の
関
わ
り
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
こ
の
ご
時
世
、
知
ら
な
い
人
へ
の
思
い
や
り
の
心
に
、
心
が

温
か
く
な
っ
た
。
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

私
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
て
、
本
当
に
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
声
か
け
や
行
動
が
で
き
た
児
童
を
褒
め
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
本
校
児
童
生
徒
の
よ
さ
を
お
伝
え
い
た
だ
い
た

こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先
月
も
書
き
ま
し
た
が
、
「
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
ま
さ
し
く
そ
の
一
つ
だ
と
感
じ
た

か
ら
で
す
。
校
内
で
私
た
ち
教
職
員
か
ら
褒
め
ら
れ
た
り
、
認
め

ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
児
童
生
徒
の
成
長
に
は
大
切
な
こ
と
で
す

が
、
地
域
の
方
か
ら
こ
の
よ
う
に
褒
め
ら
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た

り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
児
童
生
徒
が
地
域
で
積
極
的
に
活
動

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地
域
を
愛
す
る
心
に
確
実
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。 

今
年
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
で
は
、
後
期
課
程
の
生
徒
が
四
名

会
場
入
口
で
の
受
付
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
に
携
わ
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
大
変
う
れ
し
く
思
う
と
共
に
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
も
感
謝
し
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
「
地
域
と
共
に
！
」 

６年修学旅行 ～ 沖縄２泊３日の旅 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

【首里城】 

【ひむかいの塔】 

十
月
に
行
わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
で
十
五
㎏
ほ
ど
あ
る
肥

料
を
購
入
し
た
親
戚
が
、
車
ま
で
ど
の
よ
う
に
運
ぼ
う
か
と
迷
っ

て
い
た
時
、
本
校
の
男
子
児
童
が
、
「
僕
が
運
び
ま
す
よ
。
」
と

声
を
か
け
車
ま
で
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

 

６年生 54 名は、10 月 25 日（水）～28 日（金） 

の日程で２泊３日の沖縄修学旅行に行きました。到

着後の最初の訪問地は「ひむかいの塔」。沖縄戦での

宮崎県出身の戦没者が眠る慰霊の地です。子どもた

ちは準備してきた千羽鶴と花を供え、木城町慰霊の

歌「三百三十八柱」を歌い、平和を誓いました。ひめ

ゆりの塔では戦争を経験された方の手記から、戦争

の悲惨さや平和の大切さ、命の尊さを知ることがで

きました。また、現地の一般家庭で一晩お世話になる

民泊では、それぞれのご家庭であたたかい歓迎を受 

けました。５～６人ずつ１０のご家庭で、郷土料理を味わわせてもらったり、三線を弾かせてい

ただいたり、自然や歴史的な場所を案内してもらった

りと、貴重な体験をさせてもらいました。首里城では、

沖縄の文化や歴史を見聞するとともに、外国人観光客

を見かけた子どもたちは、「Hello!」や「Where do you 

come from?」と、学習した英語を駆使してコミュニ

ケーションをとる姿も見られ、その積極性を嬉しく思

いました。計画段階から旅程の最後まで、多くの方々

にお世話になって実現した修学旅行。特に沖縄の方々

の優しさやおもてなしの心、笑顔にたくさん触れるこ

とができたことは、子どもたちの心にしっかりと刻ま

れていると思います。子どもたちにとってかけがえの

ない経験と思い出ができました。 

【民泊先にて】 


